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凝灰質砂岩を用いた FT年代測定－中新統瑞浪層群土岐夾炭累層の例－
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はじめに

岐阜県南東部に分布する中新統瑞浪層群の堆積

年代は，主に生層序学的な広域対比に基づいてい

る．しかし，同層群下部の淡水成層からは年代決

定に有効な化石が産出しないため，年代決定の精

度は低いと思われる．小林
 (1989)は同層群の FT

年代を報告したが，中央値では上位層と下位層の

年代が逆転する場合があり，その結果は広く受け

入れられているとは言い難い
 (例えば，糸魚川・

柴田， 1992)．同層群下部には FT 年代測定に適

した岩相が少ないものの，全体的に凝灰質である

ため，凝灰質砂岩等の FT 年代測定によって火砕

物の年代，すなわち地層の堆積年代を求められる

可能性がある．そこで，瑞浪層群最下部の土岐夾

炭累層の凝灰質砂岩を用いて FT 年代測定を行っ

たので，その結果を報告する．

試料

試料は岐阜県南東部に位置する東濃ウラン鉱床

で掘削されたボーリングコアから採取した 4 試

料
 (試料 A ~ D)
を用いた．採取した試料は，試

料 A が中粒~細粒凝灰質砂岩，試料 B が粗粒~

中粒凝灰質砂岩，試料 C と D が細粒~極細粒凝

灰質砂岩である．試料採取層準は土岐夾炭累層下

部の基底礫岩の直上である．

FT 年代測定と結果

採取した試料のうち， 60 ~ 170
 g を用いてバ

ケツ中で粗く砕き，篩分けにより 250μm 以下

の粒子を得た後，磁力選鉱と重液分離によりジル

コンを濃集させ，最終的にはジルコンをハンドピ

ックで集めた．

FT 年代測定はジルコン結晶内部面を用いる外

部ディテクター法
 (ED1)
により 60 粒子以上測

定した．測定方法はDanhara
 et
 al.
 (2003)
に準

拠した．その結果，全粒子を対象とした FT 年代

はいずれも P(χ2)が 0
％で，有意水準 5
％を下

回り，χ2検定に失格した．

個別粒子の粒子年代ヒストグラムおよび確率密

度分布では，いくつかの年代集団が認められる

(図 1)．そこで，次の 2 通りの方法で年代集団の

分割を試みた．

(１)
χ2検定を利用した方法

まずχ2 検定に合格するまで古い年代結晶から

順に除外して FT 年代値を算定し，この集団をも

っとも若い集団とする．次に，それ以外の各年代

集団の年代を求めるため，最も若い年代粒子集団

を除外し，再度χ2 検定に合格するまで古い年代

結晶から順に除外して 2 番目に若い集団を分離

する．以下，同様に 3 番目の集団の年代を求め

た．

この結果，各試料とも 2 ~ 3 の年代が求めら

れた
 (表 1)． FT年代値として，19~ 24
Ma
(前

期中新世)， 56 ~ 74
Ma
 (白亜紀後期~第三紀前

期)，および 40
Ma
(始新世)
が認められた．
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(2)
BinomFit プログラム

本論で報告したような 2 つ以上の異なる年代

粒子集団が混在している場合，既に年代粒子集団

を識別する方法が考案されている
 (Brandon ，

1992 など )．本研究ではその一例として，

BinomFit プログラムを用いて年代値の算定を行

った．年代値の解析結果を表 1に示す．

この方法でも各試料とも 2 ~ 3 の年代が算出

された．試料 C を除いていずれの年代値も上述

のχ2 検定を用いた方法で求めた年代よりも若く

なった．試料 C ではχ2検定法によって 2 つの年

代が求められたのみであるが， BinomFit を用い

ると 3 つの年代が算出された．この試料では確

率密度分布で約 12
Ma に小さなピークが認めら

れる
 (図 1)． BinomFit ではこの小さなピークも

年代粒子集団の一つとして扱われ， 19.2
Ma の

粒子集団が 11.8
Ma と 22.5
Ma に分離されてい

る．

議論

解析の結果,
χ2 検定法と BinomFit で得られ

た FT 年代は後者が前者よりやや若い年代を与え

るものの,おおよそ 20
Ma前後の前期中新世と60

~ 70
Ma の第三紀前期から白亜紀後期を示す．

東濃ウラン鉱床の周辺で瑞浪層群の基盤をなすの

は，白亜紀後期の酸性火成岩類と美濃帯中古生層

である．この点を考慮すると，前者の年代は火砕

物の形成年代，すなわち瑞浪層群の堆積年代を示

し，後者は砕屑物の供給源の年代を示していると

推察される．

現在,
砕屑物の供給源となる花崗岩類も加え,

岩石記載学的な検討から火砕物の識別を進めてい

る.
今回明らかになった,2 つの解析法で生じた年

代のズレについても説明して,確度の高い土岐夾

炭累層の年代について別の機会に報告したいと考

えている．
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